
-期間 :平成 14 年 12 月 3 日~ 12月 17日

・対象者 評議員のうちメールアドレスがわかっている方 131名

・方 法.以下の会誌名から適当と思うものを二つ選び、 Jllii:位をつけて回答するように求めた。

会誌名(案)

1.時間生物学 (Chronobiology)

2.時間生物学雑誌(Journalof Chronobiology) 

3. 生物リズム研究 (BiologicalRhythm Research) 

4. 生物と時間 (Biologyand Chronology) 

・アンケー卜結果 :

時間生物学雑誌を l位としたのが最も多く 25票を獲得し、続いて時間生物学が 22票であった。 しかし、時

間生物学雑誌を 2位としたものが 17票で時間生物学の21票より少なかった。l位、 2位の合計獲得数を見る

と、時間生物学が43票、時間生物学 42票でほぼ同数であった。生物とH寺問、生物リズム研究の獲得数は少な

く、時間生物学雑誌あるいは時間生物学 のいずれかに決定するべき結果を得た。問題点として、日本名と英名

をセ ットにして回答を求めたため、どちらの名称を優先して回答するかにより異なった結果を生む可能性があ

った。

頂いた意見を列挙すると以下のようになります。

時間生物学の英名を Chronobiologyではなく、 ]ournalof Chronobiologyにしたらどうか。

]ournal of Chronobiologyを]apanese]ournal of Chronobiologyにしたらどうか。

H寺間生物学雑誌よりも時間生物学会雑誌の方が良いのではないか。

]ournal of Chronobiology and Medicineはどうか。

などの意見があった。

・回答者数:63名

・回答率:48% 

順位 位 2 位 合計

時間生物学 22 2 1 43 

時間生物学雑誌 25 1 7 42 

生物と時間 6 5 1 1 

生物リズム研究 9 1 7 26 

1位のみ 。 2 2 

その他の名称 2 

合計 63 63 126 

以上のアンケート結果から、時間生物学 (Chronobiology) と時間生物学雑誌(Journalof Chronobiology) 

から日本語名称として時間生物学、英語名称として ]ournalof Chronobiologyを採用し理事及び編集委員に提案

し賛同を得た。よって、新学会誌の名称を以下のように決定しました。

日本時間生物学会会誌新名称

日本語名称 時間生物学

英語名称 Journalof Chronobiology 

時Ii:J生物学 Vo1.9，No.I(2003) 
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